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御
社
殿
の
側そ
ば

に
在
る
大
宮
桜
（
冬
桜
）
は
、
昨
秋
の
落
葉
の

あ
と
直
ぐ
咲
き
初
め
、
正
月
の
初
詣
か
ら
二
月
中
が
見
頃
で
あ

り
ま
し
た
が
、
今
又
沢
山
の
花
を
付
け
て
い
ま
す
。
よ
く
よ
く

観
る
と
ほ
の
か
に
小
さ
な
若
葉
が
芽
ぶ
き
初
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
し
て
も
五
ヶ
月
間
に
亘
っ
て
良
く
花
を
付
け
た
も
の
で

す
。
又
手
水
舎
の
そ
ば
の
白
い
こ
ぶ
し
の
花
も
咲
き
、
桜
の
蕾

も
ほ
ん
の
り
と
淡
く
色
づ
き
初
め
一
雨
毎
に
「
た
ま
き
は
る
」

春
の
息
吹
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

春
は
さ
く
ら
と
共
に
巡
っ
て
参
り
ま
す
。
種
々
の
計
画
の
も

と
新
年
度
も
四
月
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

今
年
は
、
役
員
総
代
様
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
々
の
氏
子
地
域
か
ら
ご
選
出
の
三
十
七
名
（
欠
員

三
名
）
の
総
代
様
が
四
月
一
日
付
で
三
ヶ
年
間
の
任
期
で
留
任

或
い
は
新
任
と
し
て
ご
就
任
頂
き
ま
す
。

私
共
の
神
勤
は
大
神
様
の
ご
神
威
を
畏
み
、
祈
り
と
感
謝
の

誠
を
捧
げ
日
々
ご
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
事
に
充
分
ご
理

解
を
頂
き
、
引
続
き
尚
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
戴
致
し
度
く
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。や

が
て
間
も
な
く
若
葉
・
青
葉
の
映

え
る
頃
、
当
宮
の
春
の
大
祭
（
つ
つ
じ

祭
り
）
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
五
月
三
日

の
子
供
の
祭
り
の
稚
児
行
列
や
、
五
日

の
当
日
祭
（
尚
武
祭
）
を
中
心
に
様
々
な
奉
祝
の
神
賑
行
事
も

奉
納
さ
れ
ま
す
。

氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
々
様
の
真
心
か
ら
の
ご
奉
仕
と
ご
協
力

に
よ
っ
て
賑
々
し
く
斎
行
さ
せ
て
頂
き
、
大
神
様
の
ご
神
威
を

仰
ぎ
五
穀
豊
穣
は
も
と
よ
り
の
事
、
全
て
の
産
業
の
更
な
る
成

就
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
々
様
の
ご
家
庭
の
平

穏
と
氏
子
地
域
の
安
全
と
発
展
を
ご
祈
念
さ
せ
て
頂
き
、
併
せ

て
皇
室
を
中
心
と
す
る
道
義
の
国
、
美
し
い
伝
統
と
文
化
の
国
、

日
本
国
の
益
々
の
隆
昌
と
世
界
の
平
和
を
ご
祈
念
さ
せ
て
頂
き

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
我
が
皇

室
に
於
か
せ
ら
れ
ま

し
て
は
、
紀
宮
清
子

内
親
王
殿
下
の
「
納

釆
の
儀
」
が
執
り
行

な
わ
れ
、
正
式
に
ご

婚
約
が
相
調
わ
れ
ま

し
た
こ
と
、
洵
に
お

芽
出
度
く
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
日
或
る
新
聞
社
の
世
論
調
査
で
皇
位
継
承
を
定
め
た
皇
室

典
範
の
改
正
に
つ
い
て
「
女
性
も
天
皇
に
な
ら
れ
る
様
に
し
た

方
が
良
い
」
と
し
た
人
が
八
一
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
と
報
じ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
皇
太
子
殿
下
の
国
民
待
望
の
お
子
様
が
内
親
王
様

で
、
す
く
す
く
と
ご
成
長
な
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
の
皇

室
で
は
秋
篠
宮
殿
下
が
ご
生
誕
以
来
、
四
十
年
に
亘
っ
て
男
子

の
お
世
継
ぎ
が
ご
誕
生
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
皇

統
が
断
絶
す
る
危
機
を
さ
け
る
為
、
小
泉
首
相
の
私
的
諮
問
機

関
と
し
て
「
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
出
来
て
、

皇
位
継
承
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
依
る
ア
ン
ケ

ー
ト
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
大
方
が
男
女
同
権
の
世
の
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
女
性
天
皇
を
容
認
す
る
こ
と
で
進
ん
で
い
る
と

の
こ
と
の
様
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
謂
わ
ゆ

る
一
般
の
社
会
的
な
有
識
者
の
集
り
で
あ
り
、
二
千
年
の
歴
史

と
伝
統
的
文
化
を
有
す
る
我
が
皇
室
問
題
に
関
す
る
有
識
者

（
専
門
家
）
が
居
ら
れ
な
い
中
で
、
実
際
に
は
二
十
年
以
上
も

先
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
継
承
順
位
等
月
一
回
の
割

合
で
会
合
が
開
か
れ
、
秋
に
は
結
論
が
出
る
と
の
事
で
あ
り
ま

す
。恐

れ
多
い
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
し
も
女
性
天
皇
容
認

の
結
論
が
出
た
場
合
に
は
、
日
本
伝
統
の
男
系
の
万
世
一
系
の

血
脈
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
将
来
に
大
き
な
禍
根
を

残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
連
綿
と
し
て
続
い
て
来
た
我

が
国
の
根
幹
に
係
わ
る
重
大
事
で
あ
り
、
そ
の
事
を
国
民
の
一

人
と
し
て
憂
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
我
が
国
は
、
初
代
の
神
武
天
皇
の
建
国
以
来
二
、
六
六
五

年
、
第
一
二
五
代
目
の
天
皇
陛
下
を
戴
く
世
界
に
類
例
の
な
い

素
晴
ら
し
い
国
柄
で
あ
り
ま
す
。
確
か
に
一
国
の
君
主
の
ご
家

系
が
凡
そ
二
、
六
〇
〇
余
年
に
亘
っ
て
途
切
れ
な
く
同
一
の
血

脈
を
保
持
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
の
驚
く
べ
き
連
続
性

は
、
世
界
広
し
と
云
え
ど
も
唯
一
無
二
の
奇
蹟
的
事
例
と
も
云

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ご
歴
代
の
中
で
過
去
八
人
十
代
の
女

性
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
中
継
ぎ
（
次
に
天
皇

と
な
ら
れ
る
方
が
決
め
ら
れ
て
あ
り
幼
帝
で
あ
っ
た
た
め
）
で

独
身
の
女
帝
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
ご
歴
代
の
中
に
あ
っ
て
、
近
く
は
第
一
一
九
代
の

光
格
天
皇
は
、
第
一
一
八
代
の
後
桃
園
天
皇
の
お
子
様
が
内
親

王
様
お
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
皇
族
（
閑
院
宮
家
）
か
ら
養
子

と
し
て
入
ら
れ
、
後
に
内
親
王
様
が
皇
后
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

傍
系
の
皇
統
か
ら
入
ら
れ
、
直
系
に
近
づ
か
れ
る
方
途
が
と
ら

れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
光
格
天
皇
の
直
系
が
現
皇
室
で
あ
ら

れ
ま
す
。

又
遠
く
第
二
六
代
継
体
天
皇
は
第
二
五
代
の
武
烈
天
皇
で
皇

統
が
途
絶
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
第
十
五
代
の
応
神
天
皇
の
五

代
の
孫
（
側
近
が
福
井
の
王
を
お
探
し
し
た
）
と
し
て
即
位
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

恐
れ
多
く
も
現
天
皇
家
は
、
当
宮
の
ご
祭
神
で
も
あ
る
応
神

天
皇
の
血
脈
に
継
な
が
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
出
来
得
れ
ば
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
旧
宮
家
を
復
活

す
る
か
、
天
皇
及
び
皇
族
は
養
子
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
皇
室
典
範
を
改

正
し
、
そ
の
場
合
養
子
は
旧
皇
族
よ
り
迎

え
る
こ
と
に
し
て
頂
け
れ
ば
、
傍
系
の
旧

宮
家
の
男
子
と
の
縁
組
み
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
明
治
天
皇
五
代
の

孫
の
即
位
も
夢
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

大
変
立
ち
入
っ
た
事
を
書
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
現
に
ご
皇
室
の
方
々
の
お
立
場
に
係
わ
る
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
本
来
慎
み
深
く
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
は
存
じ
乍
ら
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
軽
々
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

女
王
と
同
等
に
女
性
天
皇
容
認
論
が
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
我
が
皇
室
の
伝
統
が
守
ら
れ
、
伝

統
あ
る
国
体
が
護
持
さ
れ
る
よ
う
願
う
思
い
切
な
る
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
お
許
し
願
え
ば
と
存
じ
ま
す
。

尚
神
社
本
庁
も
皇
室
典
範
改
正
に
関
す
る
基
本
姿
勢
の
一
つ

に「男
系
男
子
に
よ
る
継
承
の
歴
史
的
意
義
と
重
み
を
明
確
に
し

た
上
で
将
来
に
亘
っ
て
安
定
的
に
皇
統
を
護
持
す
る
た
め
の
具

体
議
論
が
な
さ
る
べ
き
」
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

い
づ
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
ご
皇
室
の
文
化
伝
統
を
重
ん
じ

良
識
あ
る
結
論
を
国
民
の
前
に
示
し
て
頂
き
、
二
千
年
に
亘
っ

て
維
持
さ
れ
て
来
た
権
威
の
象
徴
で
あ
る
男
系
に
よ
る
皇
位
継

承
の
伝
統
を
子
々
孫
々
に
継
続
し
て
頂
き
た
い
も
の
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
記
）

八
木
秀
次
著
『「
女
性
天
皇
容
認
論
」
を
排
す
』
及
び
、
皇

室
典
範
研
究
会
代
表
小
堀
桂
一
郎
先
生
の
「
女
帝
容
認
論
批
判
」

（
月
刊
誌
「
日
本
」
第
五
十
五
巻
第
二
号
、
平
成
十
七
年
二
月

号
）
等
を
参
照
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

女
性
天
皇
容
認
に
お
も
ふ
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当
宮
で
は
、
来
る
五
月
一
日

よ
り
五
日
の
間
、
春
の
大
祭

（
つ
つ
じ
祭
）
が
斎
行
さ
れ
ま

す
。
期
間
中
は
五
日
の
大
祭
当

日
祭
（
尚
武
祭
）
を
は
じ
め
、

四
日
に
第
二
日
ノ
儀
・
挙
式
者

の
集
い
、
三
日
に
子
供
の
祭
・

稚
児
行
列
、
二
日
に
植
樹
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。
四
月
二
十
九
日

に
は
弓
道
奉
納
射
会
、
五
月
十

日
に
は
献
茶
式
、
五
月
十
四
日

に
は
薪
能
が
催
さ
れ
ま
す
。
ま

た
参
道
に
は
植
木
市
・
露
店
も

立
ち
並
び
、
境
内
は
参
拝
の

方
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

弓
道
奉
納
射
会

春
の
大
祭
の
奉
祝
奉
納
行
事
の
魁

と
し
て
例
年
四
月
二
十
九
日
に
、
当

宮
弓
道
場
振
武
殿
に
お
い
て
弓
道
奉

納
射
会
（
主
催

大
宮
八
幡
宮
・

共
催
当
宮
振
武

会
）
が
行
わ
れ

ま
す
。

社
殿
で
奉
告

参
拝
の
の
ち
、

道
場
で
は
矢
渡

し
式
が
古
式
に

則
り
執
り
行
わ

れ
た
あ
と
、
終

日
都
内
近
県
よ
り
の
参
加
の
弓
友
が
、

高
校
の
部
・
一
般
の
部
に
分
か
れ
、

日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
い
合
い
ま

す
。

植
樹
祭

五
月
二
日
午
後
二
時
、
全
国
緑
化

運
動
に
因
み
、

当
宮
み
ど
り
の

会
主
催
で
、
植

樹
祭
を
神
門
内

で
斎
行
。
つ
づ

い
て
参
列
者
に

緑
化
推
進
の
一

助
と
し
て
苗
木

を
授
与
し
ま
す
。

第
二
日
ノ
儀
・
挙
式
者
の
集
い

五
月
四
日
午
前
十
時
よ
り
、
春
の

大
祭
第
二
日
ノ
儀
を
社
殿
で
結
婚
式

を
挙
げ
ら
れ
た
カ
ッ
プ
ル
他
が
参
列

し
て
斎
行
。
つ
づ
い
て
清
涼
殿
に
お

い
て
「
挙
式
者
の
集
い
」
を
開
催
。

集
い
で
は
、
ド
ラ
ム
・
キ
ー
ボ
ー

ド
・
バ
イ
オ

リ
ン
に
よ
る

奉
納
演
奏
会

「
若
葉
イ
ン
大

宮
」
も
開
催

さ
れ
、
当
日

ご
参
拝
者
の

皆
様
も
ご
自

由
に
陪
観
い

た
だ
け
ま
す
。

献
茶
式

第
六
回
目
の
茶
道
裏
千
家
献
茶
式

が
、
五
月
十
日
午
前

十
時
よ
り
執
り
行
わ

れ
ま
す
。
今
回
の
献

茶
式
は
裏
千
家
鵬
雲

斎
千
玄
室
大
宗
匠

（
十
五
代
家
元
）
の

ご
奉
仕
に
よ
り
斎

行
。
境
内
で
は
裏
千

家
淡
交
会
東
京
第
七
東
支
部
の
奉
賛

添
釜
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
大
宮

幼
稚
園
児
に
よ
る
園
児
席
も
設
け
ら

れ
ま
す
。

大
宮
八
幡
宮
の
杜
薪
能

第
二
回
目
の
「
大
宮
八
幡
宮
の
杜

薪
能
」
が
来
る
五
月
十
四
日
に
奉
納

公
演
さ
れ
ま
す
。
こ
の
催
し
は
、
杉

並
で
能
楽
を
楽
し
む
会
主
催
・
当
宮

共
催
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
毎
年

元
旦
午
前
零
時
に
、「
独
り
翁
」
を
奉

納
さ
れ
る
能
楽
師
野
村
四
郎
氏
等
観

世
流
の
演
者
に
よ
っ
て
、
奉
納
さ
れ

ま
す
。

演
目
は
、
能
が
「
船
弁
慶
」
と
狂

言
を
「
末
広
」、
舞
囃
子
が
「
高
砂
」

の
予
定
で
す
。
入
場
に
は
陪
観
券
が

必
要
で
す
の

で
、
お
問
合

わ
せ
下
さ

い
。

春
の
大
祭
の
ご
案
内

弓
道
奉
納
射
会

４
月
29
日

朔
旦
祭
並
び
に
つ
つ
じ
育
木
祭

５
月
１
日

植
樹
祭

５
月
２
日

子
供
の
祭

５
月
３
日

稚
児
行
列

古
武
道
奉
納
演
武

民
話
語
り
ち
ん
じ
ゅ
の
森
物
語
　

第
二
日
ノ
儀

５
月
４
日

挙
式
者
の
集
い

若
葉
in
大
宮
コ
ン
サ
ー
ト

杉
並
太
鼓
演
奏

春
の
大
祭
当
日
祭
（
尚
武
祭
）

５
月
５
日

野
点

雅
楽
演
奏

雅
太
鼓
演
奏

裏
千
家
献
茶
式

５
月
10
日

大
宮
八
幡
宮
の
杜
薪
能

５
月
14
日

御
嶽
榛
名
神
社
例
祭

５
月
16
日

さ
つ
き
展
示
会５

月
21
日
〜
６
月
１
日

大
祓
（
夏
越
祓
）

６
月
30
日

七
夕
・
乞
巧
奠
飾
り

７
月
１
日
〜
７
月
15
日

納
涼
大
宮
天
神
祭
（
書
画
行
燈
掲
出
）

７
月
25
日

多
摩
清
水
社
例
祭
（
水
神
祭
）

８
月
１
日

戦
歿
者
慰
霊
祭

８
月
15
日

朔
旦
祭

毎
月
１
日

月
次
祭

毎
月
15
日

古
民
具
骨
董
市

第
４
土
日

お
朔
日
参

つ
い
た
ち
ま
い

り
を
致
し
ま
し
ょ
う
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十
七
年
新
春
の
表
情

平
成
十
七
乙
酉
（
き
の
と
と
り
）

年
。
元
旦
午
前
零
時
、
宮
司
の
打
つ

一
番
太
鼓
が
大
晦
日
の
雪
に
よ
り
祓

い
清
め
ら
れ
た
境
内
に
響
き
亘
り
、

神
門
が
開
門
。
新
し
い
年
を
迎
え
新

た
な
思
い
を
込
め
た
参
拝
者
で
境
内

が
あ
ふ
れ
る
中
、
大
前
に
能
楽
師
野

村
四
郎
氏
に
よ
り
神
能
「
独
り
翁
」

が
奉
納
さ
れ
、
つ
い
で
新
春
開
運
厄

除
大
祈
祷
祭
（
一
番
祈
祷
）
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

元
朝
午
前
三
時
、
宮
司
奉
仕
に
よ

り
若
水
が
多
摩
清
水
社
よ
り
汲
ま
れ
、

ご
神
前
に
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
、
宮
司
以
下
祭
員
に
よ

り
歳
旦
祭
を
斎
行
。
境
内
に
雪
が
残

り
キ
リ
リ
と
し
た
寒
さ
の
中
、
立
正

佼
成
会
庭
野
日
鑛
会
長
、
山
田
宏
杉

並
区
長
ら
が
初
詣
を
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
午
前
十
時
よ
り
、
小
笠
原
宗

家
嫡
男
清
基
氏

ら
小
笠
原
流
一

門
に
よ
り
、
天

下
の
邪
悪
を
祓

う
除
魔
神
事
の

大
的
式
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

三
日
は
午
前

十
時
よ
り
、
皇

位
の
大
元
の
始

め
を
寿
ぐ
元
始

祭
を
斎
行
。

今
年
も
、
三

ヶ
日
で
十
万
人

余
の
初
詣
の
善

男
善
女
で
終
日

社
頭
が
賑
わ
い

ま
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
参
拝
者

元
五
摂
家
当
主
　

一
條
實
昭

東
照
宮
宮
司
　

稲
葉
久
雄

東
京
大
神
宮
宮
司
　

松
山
文
彦

大
國
魂
神
社
宮
司
　

猿
渡
昌
盛

竹
駒
神
社
宮
司
　

千
葉
博
男

貴
の
花
親
方（
元
横
綱
）
花
田
光
司

ど
ん
ど
焼
き

小
正
月
恒
例
の
行
事
で
あ
る
ど
ん

ど
焼
き
（
古
札
焼
納
祭
）
が
一
月
十

五
日
午
前
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ご
社
殿
に
於
い
て
月

次
祭
並
古
札
焼
納
奉
告
祭
の
あ
と
、

小
雨
の
降
る
中
境
内
斎
場
で
古
札
焼

納
祭
を
斎
行
。
祝
詞
奏
上
の
あ
と
古

来
の
火
切
り
具
で
お
こ
さ
れ
た
忌
み

火
で
神
札
や
お
守
り
神
矢
、
正
月
飾

り
な
ど
が
お
焚
き
上
げ
さ
れ
、
参
拝

者
は
た
ち
の
ぼ
る
浄
火
を
受
け
今
年

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

昨
年
か
ら
将
来
に
亘
り
こ
の
神
事

を
存
続
さ
せ
る
為
、
係
員
を
配
置
し
、

お
納
め
頂
く
際
に
先
ず
お
祓
い
を
受

け
て
か
ら

点
検
さ
せ

て
頂
き
、

燃
え
な
い

物
や
神
社

に
関
係
の

な
い
物
は

お

断

り

し
、
お
持

ち
帰
り
頂

い
て
お
り

ま
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

一
月
二
十
六
日
は
文
化
財
防
火
デ

ー
。
当
宮
で
は
こ
の
日
、
自
衛
消
防

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
は
今
か
ら
五
十

六
年
前
の
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十

六
日
、
奈
良
・
法
隆
寺
の
金
堂
か
ら

出
火
、
国
宝
の
十
二
面
壁
画
を
焼
失

し
た
こ
と
か
ら
、「
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
ろ
う
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
宮
で
は
午
前
十
時
半
、
地
震
の

発
生
に
よ
り

社
殿
か
ら
出

火
と
の
想
定

で
訓
練
を
実

施
。
通
報
連

絡
、
避
難
誘

導
、
初
期
消

火
な
ど
に
つ

づ
き
杉
並
消

防
署
、
杉
並

消
防
団
、
当

宮
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
を

行
い
ま
し
た
。
当
訓
練
に
は
地
元
大

宮
地
区
の
町
会
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
勢
参
宮
旅
行

当
宮
恒
例
の
新
春
伊
勢
初
詣
旅
行

が
去
る
一
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
五

日
ま
で
の
間
実
施
さ
れ
、
神
宮
と
神

戸
の
三
社
を
詣
で
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
に
は
三
十
三
名
が
参

加
。
ま
ず
空
路
伊
丹
に
入
り
、
第
一

日
目
は
阪
神
大
震
災
の
被
害
か
ら
い

ち
早
く
復
興
さ
れ
　
蘇
る
神
　
と
し

て
尊
崇
さ
れ
る
生
田
神
社
、
大
楠
公

を
お
ま
つ
り
す
る
湊
川
神
社
、
あ
ら

ゆ
る
産
業
の
守
護
神
と
仰
が
れ
る
長

田
神
社
の
神
戸
三
社
を
参
拝
。
翌
二

十
四
日
は
伊
勢
に
入
り
、
外
宮
の
御

垣
内
参
拝
に
続
き
内
宮
御
垣
内
参

拝
・
太
々
神
楽
奉
納
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
二
見
興
玉
神
社
を

参
拝
し
翌
最
終
日
は
熱
田
神
宮
に
参

っ
て
無
事
帰
京
し
ま
し
た
。

杜杜
のの
話話
題題
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日
の
土
、

日
曜
に
開

催
さ
れ
ま

し
た
。
さ

く
ら
を
ラ

イ
ト
ア
ッ

プ
し
、
昨

年
さ
く
ら

の
日
独
女

王
に
よ
り

植
樹
の
紅

八
重
枝
垂

の
側
に
も

篝
火
が
焚

か
れ
夜
間
参
拝
が
催
さ
れ
、
お
休
み

処
や
お
茶
屋
も
設
け
ら
れ
て
お
花
見

の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

特
に
四
月
二
日
に
は
、
地
元
出
身

の
歌
手
の
「
茅
は
る
歌
謡
シ
ョ
ー
」

が
開
催
さ
れ
参
拝
の
方
々
が
春
の
宵

の
一
時
を
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

中
学
生
職
業
体
験
学
習

一
日
神
主
さ
ん
　
に

現
在
、
中
学
校
で
は
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
様
々
な
職
業
の
体
験
学

習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
宮
で

も
去
る
二
月
一
日
、
松
ノ
木
中
生
徒

に
よ
る
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
一
日
神
主
さ
ん
に
な
っ

た
の
は
奥
平
将
生
、
永
島
知
樹
、
坂

口
拓
、
工
藤
冬
弥
の
各
君
と
石
田
茜
、

持
木
彩
香
さ
ん
の
同
中
一
年
の
男
女

六
名
。

節
分
祭
・
追
儺
の
儀

豆
撒
き
神
事
が

恒
例
の
節
分
祭
が
二
月
三
日
に
、

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
節
分
は
立
春
の

前
日
、
大
寒
の
終
わ
り
の
日
で
季
節

を
分
け
る
日
で
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
十
時
よ
り
祭
典

を
奉
仕
し
、
宮
司
祝
詞
奏
上
に
続
き
、

桃
の
弓
、
葦
の
矢
で
天
・
地
・
人
を

射
る
追
儺
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
続
き
社
頭
に
て
豆
撒
き
神
事
が
行

な
わ
れ
、
手
作
り
の
鬼
の
面
を
か
ぶ

っ
た
大
宮
幼
稚
園
児
や
参
拝
者
に
除

災
招
福
の
豆
が
ま
か
れ
、
厄
除
福
豆

も
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

初
午
祭

二
月
の
初
め
て
の
午
の
日
に
、
稲

荷
大
神
が
京
都
・
伏
見
の
峰
に
天
下

り
な
さ
っ
た
由
緒
か
ら
こ
の
日
に
全

国
各
稲
荷
社
で
は
初
午
祭
を
斎
行
し

ま
す
が
、
当
宮
で
も
末
社
大
宮
稲
荷

神
社
に
お
い

て
初
午
祭
が

斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
二

月
三
日
で
節

分
祭
と
重
な

り
午
前
中
に

豆
ま
き
し
、

午
後
一
時
よ

り
、
百
数
十
本
の
朱
色
の
初
午
の
ぼ

り
に
囲
ま
れ
た
稲
荷
神
社
に
お
い
て
、

の
ぼ
り
奉
納
者
等
崇
敬
者
の
参
列
の

も
と
賑
々
し
く
祭
典
が
斎
行
さ
れ
、

引
続
き
清
涼
殿
に
席
を
移
し
、
直
会

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
境
外
社
の
谷
中
稲
荷
神
社

の
初
午
祭
が
二
の
午
の
二
月
十
五
日

に
、
地
元
稲
荷
講
員
約
三
十
名
が
参

列
し
、
宮
司
奉
仕
に
よ
り
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
祭
典
終
了
後
は
、
油
揚
げ

等
を
七
輪
で
焼
い
た
手
作
り
の
直
会

で
、
講
員
の
交
流
を
深
め
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
他
堀
ノ
内
稲
荷
神
社
で

は
同
日
正
午
に
、
尾
崎
稲
荷
神
社
、

白
山
稲
荷
神
社
は
六
日
に
初
午
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

尚
大
宮
稲
荷
神
社
に
は
、
姉
妹
神

社
の
竹
駒
神
社
の
ご
神
札
も
祀
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
竹
駒
神
社
の
初
午

大
祭
は
、
旧
暦
で
斎
行
さ
れ
て
お
り
、

本
年
度
は
三
月
十
一
日
よ
り
一
週
間

に
亘
っ
て
斎
行
さ
れ
、
十
五
日
例
祭

に
は
、
当
宮
よ
り
宮
司
、
高
橋
、
藤

枝
両
役
員
が
出
向
参
列
致
し
ま
し
た
。

紀
元
祭

建
国
記
念
の
日
の
二
月
十
一
日
、

全
国
各
地
で
は
様
々
な
行
事
が
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
宮
で
は
午
前
十
時

よ
り
紀
元
祭
を
斎
行
、
二
六
六
五
年

前
の
神
武
肇
国
を
祝
い
ま
し
た
。

紀
元
祭
に
は
当
宮
責
任
役
員
総
代

や
大
泉
、
本
橋
、
松
浦
の
各
杉
並
区

議
会
議
員
、
和
田
日
本
会
議
杉
並
支

部
長
等
六
十
名
が
参
列
、
国
歌
斉
唱

の
あ
と
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
大
和

橿
原
宮
に
神
武
天
皇
即
位
い
ら
い
万

世
一
系
の
天
皇
に
よ
っ
て
し
ろ
し
め

さ
れ
る
わ
が
国
の
そ
の
上
を
偲
び
国

運
の
隆
昌
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

た
。つ

い
で
先
の
当
宮
御
鎮
座
九
四
〇

年
記
念
事
業

で
整
備
さ
れ

た
神
門
前
参

道
広
場
を
斎

場
に
橿
原
神

宮
遥
拝
を
斎

行
、
参
列
者

全
員
で
「
紀

元
節
の
歌
」

を
声
高
ら
か

に
奉
唱
し
ま

し
た
。

桜
ま
つ
り

恒
例
の
桜
ま
つ
り
が
花
の
開
花
に

併
せ
、
三
月
二
十
六
日
か
ら
四
月
十
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朝
の
朝
礼
で

職
員
に
紹
介
さ

れ
た
あ
と
白
衣

白
袴
に
着
替

え
、
ま
ず
境
内

清
掃
。
次
い
で

十
時
か
ら
の
朔

旦
祭
に
参
列
の

あ
と
午
後
に
は

鎌
田
宮
司
の
講

義
や
神
職
装
束

の
実
際
の
着
装
な
ど
を
体
験
。
終
わ

っ
て
「
ほ
か
で
は
出
来
な
い
体
験
を

し
た
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

神
政
連神奈

川
県
本
部
が
参
拝

神
道
政
治
連
盟
神
奈
川
県
本
部

（
山
本
孝
司
本
部
長
）
の
一
行
九
十
名

が
去
る
一
月
三
十
日
、
当
宮
を
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。

神
道
政
治
連
盟
は
「
神
道
精
神
を

国
政
の
基
礎
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
教
育
正
常
化
や
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
問
題
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る

団
体
。
こ
の
日
は

午
前
中
に
靖
國
神

社
を
参
拝
の
あ
と

当
宮
に
来
宮
。
正

式
参
拝
の
の
ち
境

内
を
散
策
、
早
春

の
息
吹
き
を
感
じ

ら
れ
て
昼
食
後
、
次
の
目
的
地
に
向

か
わ
れ
ま
し
た
。

境
内
で
竹
炭
作
り
が

去
る
三
月
十
二
日
、
境
内
神
苑
に

見
慣
れ
な
い
煙
突
が
出
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
竹
炭
を
焼
く
炭
焼
き
窯
の
煙

突
で
、
炭
焼
き
窯
は
竹
炭
作
り
を
大

神
様
に
ご
覧
頂
こ
う
と
八
王
子
市
に

あ
る
森
林
総
合
研
究
所
の
石
川
敏
雄

さ
ん
と
、
日
本
さ
く
ら
の
会
の
松
沢

七
海
司
さ
ん
の
ご
奉
仕
で
作
ら
れ
た

も
の
。

こ
の
日
、
午
前
中
竹
炭
窯
が
建
て

ら
れ
た
あ
と
火
入
れ
が
行
わ
れ
、
午

後
か
ら
翌
朝
ま
で
お
二
人
や
職
員
有

志
が
不
寝
の
番
を
し
て
炭
焼
き
。
十

五
日
に
は
窯
が
開
け
ら
れ
漆
黒
の
竹

炭
が
取
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
竹

酢
液
約
六
リ
ッ
ト
ル
も
抽
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ

は
殺
菌
消
毒
、

土
壌
改
良
に
役

立
つ
ほ
か
入
浴

剤
と
し
て
使
え

ば
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
や
乾
燥

肌
に
も
効
果
が

あ
る
そ
う
で

す
。

花
だ
よ
り

去
る
二
月
二
十
五
日
に
、
日
本
さ

く
ら
の
会
松
沢
氏
の
紹
介
で
、
南
参

道
入
り
口
に
「
御
衣
黄
」
と
南
参
道

に
「
関
山
」
の
二
本
の
桜
が
、
花
月

農
園
（
高
橋
保
男
氏
）
に
よ
り
奉
納

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
後
に
は
見

事
な
花
を
咲
か
せ
る
事
で
し
ょ
う
。

ま
た
社
殿
左
脇
の
菩
提
樹
（
写
真
）

は
、
毎
年
、

六
月
中
旬

頃
に
、
ほ

ん
の
数
日

間
だ
け
薄

山
吹
色
の

清
楚
な
花

を
咲
か
せ

ま
す
。
三
、

四
日
で
花

は
散
っ
て

し
ま
い
ま

す
が
、
木
の
回
り
は
一
面
に
薄
山
吹

色
の
絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
様
相
と
な

り
ま
す
。

昨
年
三
月
に
奉
納
さ
れ
た
古
代
の

「
大
賀
ハ
ス
」
は
、
七
月
初
旬
の
早
朝

綺
麗
な
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
今
年
も
同
時
期
の
開
花
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

大
祓
式

恒
例
の
夏
越
し
の
大
祓
が
、
六
月

三
十
日
午
後
四
時
か
ら
、
神
門
前
広

場
に
於
い
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。

大
祓
は
、
十
二
月
の
年
越
し
の
大

祓
と
年
二
回
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
六

月
の
夏
越
し
の
大
祓
は
「
水
無
月
の

夏
越
し
の
祓
す
る
人
は
ち
と
せ
の
命

の
ぶ
と
い
ふ

な
り
」
と
も

う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。

ど
な
た
で

も
ご
自
由
に

参
列
が
で
き

ま
す
。
ご
参

列
の
方
に

は
、
「
玉
串

だ
ん
ご
と
福

笹
」
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

乞
巧
奠
「
七
夕
飾
り
」
再
現

平
安
の
七
夕
飾
り
・
乞
巧
奠
（
き

っ
こ
う
で
ん
）
を
、
本
年
も
七
月
一

日
よ
り
十
七
日
の
間
、
清
涼
殿
ロ
ビ

ー
に
於
い
て
再
現
公
開
致
し
ま
す
。

乞
巧
奠
は
学
問
技
芸
の
上
達
を
願

い
、
筆
硯
や
楽
器
や
針
糸
な
ど
を
飾

り
つ
け
た
行
事
。
元
々
は
中
国
の
牽

牛
織
姫
の
伝
説
が
、
わ
が
国
に
入
り
、

お
盆
の
み
た
ま
祭
り
の
先
触
れ
の
神

を
清
ら
か
な
乙
女
が
川
の
ほ
と
り
で

迎
え
る
と
い
う
棚
機
（
た
な
ば
た
）
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上
げ
、
私
ど
も
の
生
命
の
源
で
あ
る

水
の
恵
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
お
祭

り
で
す
。
ご
自
由
に
ご
参
列
下
さ
い
。

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
標
語
公
募
中

伊
勢
の
神
宮
で
は
来
た
る
平
成
二

十
五
年
に
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
が
斎
行
さ
れ
ま
す
が
、
次
に
よ
り

「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
標
語
」
の
募
集

を
実
施
中
で
す
の
で
奮
っ
て
ご
応
募

下
さ
い
。

応
募
内
容
は
①
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

部
門
＝
「
神
宮
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
モ
ノ
ク
ロ
、
カ

ラ
ー
い
ず
れ
も
可
）
②
標
語
部
門
＝

「
式
年
遷
宮
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

標
語
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
｜
の
二
部
門
。

応
募
方
法
は
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
①
作
品
②
住
所
③
氏
名

④
年
齢
⑤
性
別
⑥
職
業
⑦
電
話
番
号

つ
女
の
風
習
と
一
体
と
な
り
平
安
時

代
よ
り
宮
中
を
中
心
に
行
わ
れ
た
と

云
い
ま
す
。

期
間
中
の
土
曜
日
の
夕
刻
に
は
、

奏
楽
技
術
の
向
上
を
祈
り
、
当
宮
雅

楽
部
に
よ
る
雅
楽
演
奏
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

納
涼
大
宮
天
神
祭

奉
納
「
行
燈
」
募
集

夏
の
風
物
詩

大
宮
天
満
宮
の

納
涼
大
宮
天
神

祭
が
、
今
年
も

七
月
二
十
五
日

に
行
わ
れ
ま

す
。先

ず
、
学
業

技
芸
の
向
上
を

祈
る
天
神
祭
を

午
後
六
時
よ
り

斎
行
し
、
午
後

七
時
よ
り
社
殿

前
に
お
い
て
、

和
太
鼓
の
奉
納

演
奏
が
「
時
間

を
は
ず
し
た
日

の
祭
事
」
と
し

て
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
後
、

子
供
達
の
「
ミ

ニ
花
火
大
会
」
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
。又

恒
例
の
「
書
画
行
燈
」
を
今
年

も
左
記
の
通
り
募
集
致
し
ま
す
の
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

記

○
水
彩
画
、
習
字
等
を
指
定
の
用
紙

を
使
用
し
て
応
募
下
さ
い
。

○
用
紙
は
、
六
月
よ
り
無
料
で
お
配

り
致
し
ま
す
。

○
用
紙
は
、
横
長
で
ご
使
用
下
さ
い
。

○
作
品
に
は
、
必
ず
名
前
を
書
き
入

れ
て
下
さ
い
。
ま
た
申
込
み
用
紙

に
住
所
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

○
締
切
り
は
、
七
月
十
日
で
す
。

多
摩
清
水
社
例
祭

水
の
日
の
八
月
一
日
、
朔
旦
祭
に

引
き
続
き
、
境
内
社
・
多
摩
清
水
社

の
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

多
摩
清
水
社
よ
り
御
神
水
が
湧
き

出
て
お
り
、「
広
き
野
に
靈
（
た
ま
）

の
清
水
の
あ
る
と
こ
ろ
」（
青
畝
）
と

詠
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

盛
夏
の
水
の
大
切
な
時
期
に
、
水

神
様
の
御
神
徳
を
称
え
お
慕
い
申
し

｜
を
明
記
。
自
作
未
発
表
作
品
。
何

点
で
も
可
但
し
応
募
は
一
作
品
毎
に
。

応
募
・
問
合
せ
は
東
京
都
渋
谷
区

代
々
木
一
ー
一
ー
二
　
神
社
本
庁
内
　

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
広
報
本
部
「
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
標
語
募
集
」
係

０
３
ー
３
３
７
９
ー
８
０
１
１

FAX
０
３
ー
３
３
７
９
ー
８
２
９
９

締
切
り
・
平
成
十
七
年
八
月
十
五
日

大
宮
幼
稚
園
第
四
代
園
長
中
西

旭
氏
が
、
去
る
一
月
二
十
二
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。（
享
年
九
十

九
才
）
当
園
に
は
昭
和
六
十
一
年

一
月
よ
り
平
成
七
年
三
月
ま
で
十

年
間
在
職
致
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
生
前
の
ご
教
育
に
対

し
、
深
く
敬
意
を
表
し
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
七
年
大
宮
八
幡
祭
り

（
秋
の
大
祭
）
日
程
に
つ
い
て

本
年
の
大
宮
八
幡
祭
り
（
秋

の
大
祭
）
は
左
記
の
日
程
に
よ

り
斎
行
す
る
。

（
平
成
十
五
年
よ
り
敬
老
の

日
が
、
九
月
第
三
月
曜
日
に
改

正
さ
れ
た
事
に
伴
い
、
当
宮
の

祭
典
・
行
事
は
そ
の
前
の
土
曜

日
・
日
曜
日
を
中
心
に
斎
行
す

る
。）

＊
例
大
祭
は
、
従
前
通
り
九
月

十
五
日
（
木
）
に
斎
行
す
る
。

＊
神
輿
神
霊
入
れ
、
末
社
若
宮

八
幡
神
社
例
祭
は
九
月
十
六

日
（
金
）
に
斎
行
す
る
。

＊
宵
宮
祭
は
九
月
十
七
日
（
土
）

に
斎
行
す
る
。

＊
氏
子
奉
幣
祭
（
奉
祝
当
日
祭
）、

神
輿
合
同
宮
入
り
は
、
九
月

十
八
日
（
日
）
に
斎
行
す
る
。

＊
神
輿
神
霊
還
し
は
、
九
月
十

九
日
（
祝
）
に
斎
行
す
る
。

＊
十
五
夜
の
神
遊
び
を
九
月
十

九
日
（
祝
）
の
夕
刻
斎
行
す

る
。
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卒
園
式

第
55
回
卒
園
式
が
３
月
19
日
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
い
つ

も
よ
り
１
時
間
早
い
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
穏
や
か
な
春
の
光
の
な
か
園

庭
に
集
合
し
た
子
供
た
ち
と
保
護
者

の
方
々
そ
し
て
教
職
員
、
み
な
喜
び

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
ご

来
賓
の
方
々
と
共
に
御
神
殿
に
お
い

て
神
職
さ
ん
よ
り
「
卒
園
奉
告
祭
」

を
執
り
行
っ
て
い
た
だ
き
、
次
に
清

涼
殿
に
お
い
て
拍
手
の
な
か
卒
園
児

が
入
場
し
て
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

国
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
証
書
授
与

に
は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
の
担
任

の
先
生
が
子
供
の
名
前
を
呼
び
、
元

気
よ
く
返
事
を
し
た
子

供
た
ち
は
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
と
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
を
手
を
つ
な

ぎ
、
壇
上
で
園
長
先
生

よ
り
証
書
を
頂
き
ま
し

た
。式

が
進
む
中
、
子
供
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
歌
声
に
大
き
く
成
長

し
た
我
が
子
に
涙
す
る
保
護
者
の

方
々
や
今
日
ま
で
よ
く
が
ん
ば
っ
た

ね
！
楽
し
か
っ
た
ね
！

小
学
校
に
行
っ
て
も
楽

し
い
こ
と
は
沢
山
あ
る

か
ら
頑
張
っ
て
ね
！
と

滂
沱
の
涙
の
中
、
担
任

の
先
生
は
一
人
一
人
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
幼
稚
園
に
戻
っ
て
お
母

様
方
よ
り
心
温
ま
る
謝
恩
会
を
開
い

て
い
た
だ
き
、
園
庭
で
の
最
後
の
セ

レ
モ
ニ
ー
も
心
に
残
る
会
で
し
た
。

紙
吹
雪
の
中
、
園
を
あ
と
に
す
る
子

供
た
ち
は
光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。

緑豊かな都心の社。�
正統派神前式�

衣装・美容着付・写真・�
饗膳（ご会食）など承ります。�

清涼殿�清涼殿�

初�宮�詣�

宴�集�会�

03（3312）7515

きょうぜん�

近
藤
晋
司
・
弥
生
、
仲
本
剛
朗
・

順
子
、
村
山
博
隆
・
桃
子
、
山
本

明
男
・
栄
里
子
、
坂
口
浩
也
・
麻

里
子
、
望
月
俊
彦
・
美
奈
子
、

塩
田
基
樹
・
稚
恵
、
横
尾
陽
道
・

優
子 （

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
〜

十
七
年
三
月
三
十
一
日
）

代
表
役
員
宮
司

鎌
　
田
　
紀
　
彦

責
任
役
員

高
　
橋
　
住
　
雄

五
本
木
　
徳
　
治

田
　
木
　
千
城
夫

梅
　
田
　
　
　
清

瀬
　
沼
　
寿
　
男

藤
　
枝
　
宏
　
友

議
長
団

黒
　
澤
　
浩
　
一

松
　
島
　
四
　
郎

毛
　
塚
　
克
　
彦

監
査細

　
井
　
嘉
　
次

古
　
谷
　
孝
　
治

関
　
澤
　
兼
　
司

総
代

大
宮
地
区

五
本
木
　
徳
　
治

請
　
井
　
勝
　
雄

関
　
　
　
又
　
治

五
本
木
　
正
　
治

毛
　
塚
　
克
　
彦

青
　
木
　
龍
　
雄

根
　
岸
　
辰
　
行

方
南
南
地
区

三
　
枝
　
栄
　
治

田
　
木
　
千
城
夫

黒
　
澤
　
浩
　
一

大
　
塚
　
喜
　
一

相
　
川
　
貞
　
雄

三
　
枝
　
治
太
郎

方
南
北
地
区

高
　
橋
　
住
　
雄

細
　
井
　
嘉
　
次

細
　
野
　
一
　
善

岩
　
田
　
文
　
雄

岩
　
崎
　
太
　
良

鈴
　
木
　
憲
　
章

和
田
東
地
区

生
　
形
　
勝
　
巳

梅
　
田
　
　
　
清

松
　
村
　
康
　
夫

齊
　
藤
　
洋
　
一

笠
　
原
　
紀
　
一

玉
　
村
　
恭
　
男

和
田
西
地
区

飯
　
高
　
今
朝
資

浅
　
川
　
静
　
男

古
　
谷
　
孝
　
治

藤
　
枝
　
宏
　
友

森
　
川
　
純
　
一

松
ノ
木
地
区

瀬
　
沼
　
芳
　
蔵

松
　
島
　
一
　
男

松
　
島
　
四
　
郎

瀬
　
沼
　
寿
　
男

高
　
野
　
春
　
夫

関
　
澤
　
兼
　
司

松
　
島
　
武
　
治

兼
務
社
総
代
会
長

堀
ノ
内
熊
野
神
社

大
　
高
　
一
　
男

白
山
神
社

岩
　
田
　
和
　
保

尾
崎
熊
野
神
社

安
　
藤
　
雄
　
次

大
宮
八
幡
宮
役
員
総
代
一
覧（
生
年
月
日
順
）

改
選
第
一
回
総
代
会
開
催

責
任
役
員
、
総
代
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

四
月
一
日
付
で
改
選
に
な
り
、
同
日
午
前
十

時
よ
り
の
朔
旦
祭
に
併
せ
総
代
就
任
奉
告
祭

が
執
り
行
わ
れ
、
祭
典
後
宮
司
よ
り
委
嘱
状

が
各
総
代
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
第

一
回
目
の
総
代
会
を
午
後
四
時
よ
り
開
催
致

３
月
26
日
、
幼
稚
園
の
ホ
ー
ル

で
平
成
４
年
度
に
卒
園
し
た
園
児

の
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
学
受
験
が
一
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
に
戻
っ

て
見
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

す
っ
か
り
体
が
大
き
く
な
っ
た
こ

ど
も
た
ち
を
見
あ
げ
な
が
ら
話
す

内
に
１２
年
前
の
き
く
組
・
う
め

組
・
ふ
じ
組
の
子
供
た
ち
に
か
え

っ
て
い
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

責
任
役
員
は
、
神
社
規
則
第
十
条
に
よ
り

総
代
会
に
於
い
て
選
出
さ
れ
、
井
出
辰
夫
氏

が
勇
退
、
田
木
千
城
夫
氏
が
就
任
致
し
ま
し

た
。こ

の
後
総
代
会
で
は
、
議
長
団
・
監
査
が

選
出
さ
れ
、
新
議
長
に
よ
り
平
成
十
七
年
度

事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
報
告
の
件
等
の
議
題
が

諮
ら
れ
、
全
議
題
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。任

期
は
、
平
成
十
七
年

四
月
一
日
よ
り
平
成
二
十

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

三
年
間
で
す
。

総
代
定
員
四
十
名
、
欠

員
三
名
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安
田
梨
乃
　
菊
地
朝
日
　
高
本
莉
子
　
鈴
井
咲
貴

天
野
仁
衣
奈
　
佐
藤
ア
ゲ
ハ
　
千
葉
あ
か
り
　

黒
川
奈
穂
　
新
田
聖
奈
　
山
田
晃
之
　
江
田
拓
磨

矢
島
幹
也
　
土
屋
祥
一
　
林
田
凌
汰
　
笠
原
惇
平

野
口
悟
　
新
川
玲
奈
　
鈴
木
颯
太
　
尾
和
枝
里
香

古
谷
倖
佑
　
渡
邉
蒼
　
大
野
直
人
　
高
畑
実
佳

江
成
日
和
　
田
辺
向
陽
　
佐
伯
諒
　
塩
崎
来
武

東
美
幸
　
大
川
佳
風
　
山
田
あ
り
さ
　
横
川
陽
汰

松
永
未
悠
　
波
佐
間
理
央
　
星
野
那
奈
　

藤
井
凛
々
音
　
根
本
莉
音
　
山
蔦
琴
子
　

近
藤
悠
真
　
古
井
丈
大
　
中
島
明
日
香
　

町
田
七
海
　
樋
口
京
波
　
嶋
田
朱
里
　

安
井
悠
一
郎
　
福
田
菜
々
美
　
伊
藤
有
那
　

小
幡
萌
絵
　
與
那
城
爽
登
　
河
邑
磨
子
　

辻
本
敬
心
　
鈴
木
和
花
　
佐
藤
晴
　
内
藤
裕
也
　

大
井
元
喜
　
水
野
碧
　
小
村
紅
葉
　
戸
枝
詩
樹
　

内
海
あ
か
ね
　
森
勇
太
　
大
廻
涼
亮
　
小
林
麟
　

中
山
陽
世
　
前
田
瑠
花
　
加
藤
幹
大
　
劉
裕
心
　

青
野
大
樹
　
津
野
満
咲
　
石
井
智
望
　
工
藤
綺
乃

新
美
敢
太
　
内
山
慶
人
　
佐
藤
渚
　
大
野
貫
太
　

菊
地
和
希
　
佐
々
木
爽
　
上
之
薗
哉
太
　

榊
原
美
琴
　
塚
田
美
葉
　
笹
田
諒
　
和
中
麻
祐

高
柳
翔
太
郎
　
中
沢
双
葉
　
間
宮
梨
乃
　

竹
中
瞭
太
　
三
輪
優
那
　
榎
本
怜
　
松
本
浩
弥

佐
藤
菜
々
実
　
辻
川
朋
来
　
木
村
彩
乃
　

幸
田
あ
す
か
　
上
野
亜
斗
瑠
　
小
坂
陸
翔
　

木
全
凛
菜
　
石
垣
羽
菜
　
関
口
結
花
　

中
山
聖
英
子
　
島
田
華
央
　
山
田
紘
輝
　

池
田
絵
都
　
向
出
智
美
　
森
脇
花
楓
　
高
嶺
里
緒

向
山
玲
　
川
端
絵
瑠
真
　
本
橋
未
奈
望
　

大
原
守
禮
　
近
藤
匠
　
安
田
耕
大
　
越
智
誠
琉

赤
塚
晃
翔
　
舘
島
凛
　
入
江
羚
介
　
藤
本
遼
　

中
村
海
太
　
佐
藤
杏
　
河
原
畑
み
ら
い
　

大
工
結
愛
　
馬
場
琉
太
　
深
沢
桃
代
　
山
本
海
羽

齋
間
亮
　
日
野
晴
紀
　
森
祐
偉
　
松
井
歩
香
　

阿
川
直
哉
　
竹
田
実
央
　
小
野
礼
桜
奈
　

三
木
彩
音
　
小
野
晃
　
笠
木
結
　
左
柄
七
海
　

辰
巳
誠
輝
　
平
塚
拓
真
　
宮
崎
倫
　
本
道
杏
樹

丸
山
祥
琉
　
中
井
佐
和
香
　
松
岡
咲
良
　

太
田
奈
波
　
五
島
慶
人
　
久
水
知
彩
子
　
齋
藤
修

斉
藤
夏
子
　
廣
方
太
一
　
千
葉
遙
　
山
本
愛
翔
　

穂
坂
友
美
　
猪
狩
開
　
竹
澤
百
帆
　
大
野
沙
恵
　

三
方
美
輪
　
高
埜
渉
　
大
谷
歩
夢
　
土
田
灯
里
　

早
崎
日
菜
子
　
深
川
芽
依
　
添
田
璃
乃
　

糸
川
勇
人
　
矢
崎
友
陽
　
三
浦
遼
瑛
　
花
村
卓
弥

相
原
正
志
　
磯
愛
香
　
長
井
祐
介
　
長
井
健
介

福
田
樹
　
久
田
健
心
　
前
田
光
良
　
東
田
中
智
子

荒
尾
夏
美
　
長
谷
川
櫂
　
秋
元
み
ず
き
　

神
子
結
羽
　
岡
崎
拓
飛
　
原
口
遼
子
　

八
木
信
太
郎
　
向
坂
紅
音
　
岡
田
悠
雅
　

三
宅
慈
英
　
市
川
光
成
　
川
中
真
　
西
村
瑠
璃
　

石
河
和
　
井
ノ
口
良
　
岩
崎
緋
李
　
志
賀
広
拓
　

雲
田
開
晴
　
向
玲
緒
　
戸
塚
玲
於
　
勝
呂
光
瑛
　

齋
藤
琴
音
　
茂
木
実
祈
　
長
谷
川
心
瑚
　

荒
澤
朋
希
　
小
池
陸
　
松
本
浩
志
郎
　

岡
本
真
央
子
　
武
石
佳
奈
　
大
谷
遥
　
及
川
晴
香

遠
藤
愛
芽
　
鶴
岡
諒
也
　
曽
根
琉
生
　
竹
山
博
貴

定
池
蒼
大
　
山
口
華
怜
　
横
山
留
依
　
高
橋
蒼
佑

矢
部
陸
人
　
小
松
美
穂
　
又
吉
琉
輝
　
安
藤
光
希

中
嶋
理
秀
　
松
本
隆
宏
　
永
井
颯
斗
　

田
島
あ
お
い
　
田
島
あ
か
な
・
池
田
美
憂
　

佐
藤
沙
梨
　
糠
野
剛
瑠
　
本
多
あ
か
り
　

中
井
伸
次
朗
　
森
島
楓
　
石
井
康
晴
　
小
島
愛
実

若
林
美
来
　
嘉
数
未
希
　
森
海
人
　
小
林
葵
衣
　

林
凛
々
子
　
黒
木
温
人
　
山
崎
歩
琉
　
星
野
千
聖

笠
原
宗
大
　
北
澤
美
咲
　
齋
藤
朱
莉
　
榎
本
朱
里

橋
爪
彩
加
　
安
村
小
霧
　
仁
木
楽
人
　
森
田
大
翔

藤
井
美
嘉
　
勝
田
衣
都
　
大
熊
千
晴
　
後
藤
理
緒

的
場
香
佳
　
山
本
伊
織
　
磯
俣
玲
花
　
畠
山
結
蘭

野
口
釉
香
　
北
條
沙
弥
　
杉
山
大
知
　
深
山
亮
太

下
山
　
太
朗
　
行
方
董
礼
　
藤
崎
智
将
　

佐
々
木
拓
真
　
清
水
一
愛
　
村
井
暁
音
　

三
宅
海
晴
　
岡
崎
麻
緒
　
山
内
も
え
　
直
井
陽
誠

白
崎
雄
也
　
稲
田
百
花
　
酒
井
瑞
穂
　
杉
江
晃
　

正
路
悠
真
　
氏
森
早
紀
　
川
端
美
結
　
峯
田
梨
花

石
田
梨
瀬
　
大
岩
栞
子
　
鈴
木
更
　
石
川
真
帆
　

河
瀬
風
吹
　
石
井
柊
名
　
小
平
敬
介
　
上
坪
玉
季

黒
田
倫
矢
　
伊
藤
大
騎
　
吉
田
光
葉
　
窪
田
陽
介

太
田
康
惺
　
渡
辺
光
　
清
水
朱
里
　
天
野
賢
吾
　

田
部
未
羽
　
杉
山
紗
耶
　
若
林
宥
治
　
安
部
慎
未

増
田
庵
人
　
後
藤
美
喜
　
山
本
大
　
立
花
一
樹
　

古
屋
晶
寛
　
塩
見
悠
也
　
松
本
和
也
　
川
上
遙
大

丸
井
結
香
　
芝
崎
六
花
　
阿
部
祐
里
奈
　

川
久
保
真
菜
　
松
本
純
子
　
桑
田
悠
那
　

細
島
里
咲
　
森
居
　
太
郎
　
黒
木
康
行
　
東
里
咲

留
守
孝
輔
　
三
井
雄
太
　
大
坪
諭
史
　
矢
島
爽
吾

小
林
音
緒
　
岩
佐
京
香
　
遊
馬
総
太
郎
　
町
田
匠

黒
田
俊
輔
　
豊
田
桃
子
　
高
野
響
生
　
道
解
青
詩

白
井
莉
璃
　
石
田
純
大
　
富
澤
和
生
　
三
木
蓮

浅
野
良
弥
　
黒
田
冴
綺
　
浅
井
奈
々
　
中
村
彩
乃

中
村
花
梨
　
横
山
優
　
小
美
野
優
菜
　
山
尾
実
結

菊
池
奈
々
子
　
三
枝
明
日
香
　
譲
原
葵
　

三
澤
美
日
　
佐
藤
実
穂
　
酢
谷
心
音
　
加
藤
優
奈

本
澤
舞
　
佐
々
木
真
優
　
田
村
悠
翔
　
米
長
海
斗

日
向
新
師
　
小
村
萌
華
　
本
郷
埜
乃
　
池
上
和
希

加
藤
裕
太
　
吉
田
美
琴
　
米
山
晃
生
　
千
葉
洋
人

鈴
木
陽
子
　
友
清
憲
眞
　
高
野
天
音
　
井
口
直
也

金
子
可
奈
　
小
野
琥
楠
　
井
川
唯
奈
　

石
橋
優
希
菜
　
藤
本
苑
佳
　
戸
田
然
　
林
虎
之
介

高
山
大
夢
　
朝
日
萌
香
　
松
阪
美
玖
　

工
藤
ひ
な
た
　
宮
川
千
鶴
　
大
崎
瑛
斗
　

名
嘉
琉
星
　
末
川
雛
子
　
窪
田
舜
祐
　
高
橋
佑
花

石
井
柚
里
　
川
高
史
門
　
上
原
大
空
　
東
真
奈
美

村
松
　
人
　
牧
野
雄
太
　
松
本
光
由
　
武
市
泰
知

塩
見
旺
士
郎
　
川
崎
滉
生
　
池
谷
柊
吾
　
渡
島
優

岡
島
愛
　
中
村
彩
人
　
　
刀
澄
々
　
鵜
野
倫
太
郎

橋
本
大
河
　
菅
原
優
輝
　
小
淵
彩
加
　
矢
野
優
奈

森
源
心
　
徳
永
悠
力
　
塚
原
涼
翔
　
佐
藤
友
宥

前
田
波
音
　
吉
岡
純
平
　
江
口
優
衣
　
木
下
実
優

佐
野
雫
　
八
重
樫
幸
佑
　
山
崎
万
莉
子
　

内
田
尚
太
郎
　
田
邉
香
乃
　
竹
入
咲
良
　

宮
澤
嘉
美
　
森
稼
頭
人
　
渋
谷
由
宇
　
後
藤
瞭
希

五
木
田
美
羽
　
青
木
祐
心
　
杉
崎
礼
佳
　

舘
野
悠
斗
　
富
永
健
太
　
永
田
咲
良
　
出
井
正
茂

和
田
愛
利
　
加
藤
彩
　
井
芹
俊
太
郎
　
前
田
智
都

島
田
将
吾
　
林
直
希
　
麻
生
詩
織
　
酒
井
愛
海

岡
村
泰
昇
　
寺
谷
友
杏
　
川
口
詩
森
　
芦
澤
文
孝

亀
田
康
平
　
岩
井
優
人
　
植
山
翔
太
　
中
川
美
結

大
島
玄
詠
　
大
槻
圭
吾
　
荒
尾
弥
真
士

荻
原
彩
乃
　
種
五
美
桜
　
冨
澤
駿
介
　
寺
内
結
菜

羽
田
茉
由
　
筒
井
恵
士
　
飯
田
実
乃
里
　

早
川
瑞
希
　
羽
田
萌
香
　
鞠
子
明
玖
　
上
　
颯
也

那
須
凛
　
大
森
有
紗
　
羽
根
至
悦
　
菊
池
翔

松
本
昊
　
鎌
形
恭
聖
　
松
山
暖
生
　
徳
部
百
花

篠
島
英
美
佳
　
佐
伯
優
心
　
木
口
遼
大
　

笠
井
勇
希
　
綿
引
智
彦
　
溝
渕
巧
馬
　

久
我
保
乃
夏
　
林
辰
斗
　
野
口
広
樹
　

名
古
屋
怜
奈
　
久
我
和
暉
　
高
橋
慧
　

生
田
名
菜
実
　
花
島
駿
介
　
後
藤
翼
　
平
野
留
唯

仙
波
陽
眞
　
古
川
亜
季
　
小
泉
そ
よ
子
　

佐
藤
希
一
　
有
賀
日
向
子
　
西
浦
韻
乃
　

米
田
健
将
　
河
村
香
菜
乃
　
近
藤
友
貴
　
山
口
慶

吉
村
泰
一
郎
　
倉
兼
航
大
　
坪
倉
羽
奈
　

恒
吉
大
輝
　
久
富
亮
　
鈴
木
悠
雅
　
渡
部
楓
梨

齊
藤
晴
豊
　
平
方
豪
　
加
藤
吏
羽
　
井
原
聡
仁

江
良
清
華
　
千
葉
勇
征
　
高
橋
亮
丞
　
上
田
陽
生

亀
井
一
真
　
高
橋
玲
　
宮
澤
響
　
金
子
遥
奈
　

柿
本
は
な
　
湯
元
音
色
　
鳥
海
葵
乃
花
　

足
立
岳
大
　
渡
辺
颯
太
　
山
田
紗
雪
　
馬
渕
建
人

臼
井
美
智
　
大
西
優
路
　
横
室
晴
登
　

山
口
美
奈
珠
　
三
船
桐
太
郎
　
堀
越
祐
輝
　

鈴
木
淑
孝
　
河
村
隆
臣
　
鈴
木
晴
瑠
　
大
野
朱
音

網
谷
笑
子
　
野
川
康
太
　
三
浦
真
緒
　
内
藤
碧
彩

小
林
理
彩
　
中
村
理
仁
　
内
藤
滉
貴
　
福
島
暖
和

福
田
晴
香
　
土
居
美
裕
己
　
小
澤
颯
太
　

添
田
菜
々
子
　
添
田
虎
之
介
　
東
郷
恵
茉
　

佐
藤
悠
磨
　
八
重
沢
珠
良
　
野
田
侑
希
　
　
ら
む

江
原
花
　
渡
邊
大
生
　
吉
田
雪
乃
　
荒
井
郁
乃
　

伊
藤
万
桜
　
小
笠
原
一
冴
　
飯
田
勇
生
　

井
上
純
菜
　
岩
元
清
伶
奈
　
田
口
宝
咲
　
青
木
弓

坂
口
こ
の
か
　
西
野
羽
純
　
眞
木
悟
志
　

金
子
恭
介
　
高
田
梓
　
林
英
介
　
山
本
大
誠
　

五
十
嵐
宥
人
　
谷
口
晃
規
　
橋
口
空
良
　
伊
藤
翼

平
林
紅
音
　
渡
辺
晴
琉
・
伊
藤
奨
悟
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芳芳
名名

（
平
成
十
六
年
十
一
月
十
六
日
〜
平
成
十
七
年
三
月
十
五
日
）
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稚児行列にはスカウトや陣羽織、子供太鼓など多くの供奉が

野点（５月５日）や近隣の生産者による植木市が（３日～５日）

直　会

国歌君が代斉唱 宮司祝詞奏上

園児による朝日子舞

社殿へ参進

春の大祭当日祭（5月5日）

子供の祭り（5月3日）


